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１．研究計画の概要 
前近代日本社会は文字による社会ではあっ
たが、反面文盲 illiteracy が多く、非文字
社会の側面も濃厚に持っており、文字によら
ない知識によって人々の多くが行動してい
た。法制度社会に対する不文律、制定暦日に
対する農事暦などがその代表的なものと考
える。非文字知は経験知・「暗黙知」The tacit 
dimension と表現されることもあり、ときに
民衆知とも表現される。本研究では文字のな
い世界から前近代、とりわけ中世社会を分析
する。文献資料に依存する歴史学がもっとも
不得手な分野が非文字の世界である。前近代
社会総体の真のありかたを知るために、「非
文字知（経験知）」の世界を追跡することは、
歴史学には不可欠の作業であるし、有効な視
点である。本研究では分析の対象を時間・
暦・交通通信・流通とする。 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1)時間について 

 中国でも日本でも相対時間、つまり昼時間

の均分で行われる時刻制度（不定時法）の方

が初現的・自然発生だったと考えた。絶対時

間の測定は絶対時計である水時計（漏刻）で

行われる。正確さが求められる中、皇帝が管

理する絶対時間の登場で、相対時間は表面上

では絶対時間（定時法）と交代する。昼夜を

問わず会議があった貴族社会では絶対時間が

採用され、夜間時刻も測定された。一般社会

ではどうか。相対時間（不定時法）と絶対時

間（定時法）の両立に香時計が使用された可

能性を考えた。香の燃える時間は絶対時間な

がら、目印（こま）を操作することによって

相対時間が測定できた。 

 

(2)航海技術について 

 夜間の航海について。高倉院厳島御幸記を

見ると、貴族が乗った船は夜間航海を避けて

いる。キリシタン宣教師も日本では夜の航海

はしないと書いているが、実際には暗くなっ

てからの到着事例はある。遣明船などの遠洋

航海では当然に夜間航海した。この場合、北

極星を初めとする星座の運行と観察が大きな

役割を果たしたが、研究集会においてさまざ

まな民間信仰にそれが残されているという報

告を受けた。 

 

(3)潮流 

 長崎県生月島での現地調査。手こぎ船時代、
平戸本島・生月島間では潮流が逆の場合でも
航海することが必要とされた。沿岸流（反流）
と時間帯による潮位と進入可能域について、
さまざまな海中地名が記憶されていること
がわかり、民衆知として報告した。中世『言
継卿記』には伊勢湾横断・南下、三河湾横断
の時刻を記した記事がある。これを現代潮位
と比較した場合、潮流のみでは圧倒的に不足
で、風や人力に大きく依拠していたことを明
らかにした。 
 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に達成している。 
（理由） 
 代表者も、分担者もこれまでに途中経過と
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して成果を発表してきている。また毎年一度
の研究集会でも充実した成果の発表が得ら
れている。おおむね順調に達成していると考
えている。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度になるので、とりまとめる。 
 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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